



























1 .  韓国の大学における福祉専門職の養成過程






















































2 .  科目「高齢者社会福祉」における生と死の理解
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†1） Korea Christian Universityの科目「高齢者社会福祉」を担当する，Ph.D. Park Bon-Gil氏の講義レジュメ，資料を参考
に用いた.
「死に関連した課題」等では，基本的に人を対象と
し支援する福祉職としての価値や死生観を再認識す
る機会となると考える．また，高齢者の生活支援に
向けて，高齢者の死の特徴，それに関連する課題や
具体的な支援のあり方を理解することが社会福祉職
として重要であることが分かる．
　また，講義では最初に教員の講話があり，その
後，学生自身が高齢者の死をめぐる課題について発
表する講義形態が特徴的であった．このテーマにつ
いて街頭での高齢者に対するインタビュー，高齢者
支援機関を訪問し実地調査し，実際に高齢者と出会
い，社会福祉職の生活支援が人の生と死に大きくか
かわることが実感できたと考える．生と死のテーマ
を取り上げる講義の場合，このような学生参加型の
形態も有効である．　　
　今後は，死の認識に影響をおよぼす各国固有の社
会的要因，文化的背景を理解した生と死の教育が必
要である．
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